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河
竹
黙
阿
弥
作
「
富
士
額
男
女
繁
山
」
の
作
劇
法

―
辻
番
付
の
カ
タ
リ
を
手
掛
か
り
に
―

金 

智
慧

キ
ー
ワ
ー
ド
：
黙
阿
弥
／
散
切
物
／
明
治
歌
舞
伎
／
女
書
生

は
じ
め
に

散
切
物
と
は
劇
の
時
代
設
定
を
近
世
以
降
の
文
明
開
化
期
に
し
、
新
奇
な
風
物
を
取
り
入
れ
、
新
し
く
台
頭
し
た
社
会
階
層
を
主
人
公

と
す
る
歌
舞
伎
世
話
物
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
散
切
物
の
殆
ど
は
歌
舞
伎
狂
言
作
者
の
河
竹
黙
阿
弥
の
手
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
、
そ
の

数
は
二
十
余
編
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
明
治
十
年
代
に
上
演
さ
れ
、
二
十
年
代
後
半
に
な
る
と
新
作
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
。

す
な
わ
ち
、
明
治
二
十
六
年
の
黙
阿
弥
の
死
と
相
俟
っ
て
散
切
物
が
衰
退
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

散
切
物
に
対
す
る
従
来
の
評
価
は
伊
原
敏
郎
の
言
説
に
よ
り
長
ら
く
固
着
さ
れ
て
い
た
。
伊
原
は
散
切
物
を
「
新
世
話
物
」
と
称
し
、

新
し
い
明
治
の
社
会
を
皮
相
的
に
捉
え
た
だ
け
で
、
そ
の
中
身
は
江
戸
時
代
の
世
話
物
と
何
ら
か
わ
ら
な
い
と
批
判
し
た
）
1
（

。
し
か
し
、
近

年
散
切
物
に
対
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
小
笠
原
幹
夫
）
2
（

や
小
櫃
万
津
男
）
3
（

は
、
散
切
物
が
明
治
中
期
新
派
劇
の
形
成
に
多
大
な
影
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響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
、
神
山
彰
は
江
戸
と
明
治
の
「
奇
妙
な
混
在
」
こ
そ
散
切
物
の
眼
目
で
あ
る
と
い
う
画
期
的
な
見

解
を
提
示
し
、
散
切
物
を
ひ
た
す
ら
近
代
的
な
演
劇
と
し
て
賞
賛
せ
ず
、
旧
習
の
残
存
を
肯
定
す
る
上
で
再
評
価
を
行
っ
て
い
る
）
4
（

。
上
記

の
先
行
研
究
か
ら
近
代
演
劇
の
土
台
作
り
と
し
て
、
ま
た
時
代
転
換
期
の
表
象
と
し
て
の
散
切
物
の
意
義
が
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
よ
り
、
却
っ
て
散
切
物
の
読
解
が
狭
め
ら
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
実
際
、
近
来
の
散
切
物
研
究
は
作
品
に
描
か
れ
て

い
る
新
し
い
文
物
や
、
時
代
を
代
弁
す
る
人
物
像
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
が
強
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
富ふ

じ
び
た
い

士
額
男つ

く
ば
の
し
げ
や
ま

女
繁
山
」（
明
治

十
年
〈
一
八
七
七
〉
四
月
十
一
日
新
富
座
初
演
、
通
称
「
女
書
生
」。
以
下
、
本
稿
の
主
旨
を
考
慮
し
「
富
士
額
」
と
略
す
）
の
場
合
も

大
方
そ
の
新
し
さ
に
注
目
し
た
読
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。

「
富
士
額
」
は
「
当
時
仮
名
垣
魯
文
が
主
と
し
て
発
行
な
し
居
た
る
仮
名
読
新
聞
に
上
州
熊
谷
宿
に
て
男
装
婦
人
が
露
顕
に
及
び
警
察

署
へ
引
致
さ
れ
た
り
云
々
と
記
載
し
あ
り
た
る
を
種
と
し
）
5
（

」
た
と
い
う
創
作
背
景
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
男
装
女
性

の
題
材
の
使
用
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
神
山
は
主
人
公
の
お
繁
か
ら
「
明
治
初
期
に
有
用
の
人
材
た
る
事
を
目
し
て
出
郷
し
た
青
年
た
ち

の
切
実
な
心
情
」
が
窺
え
る
と
述
べ
て
お
り
）
6
（

、
今
尾
哲
也
は
男
装
を
し
て
ま
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
懇
願
し
た
お
繁
の
姿
か
ら
、
真
の

男
女
平
等
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
社
会
に
対
す
る
黙
阿
弥
の
悲
哀
を
汲
み
取
っ
て
い
る
）
7
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
明
治
初
期
の
世
態
（
立
身
出

世
の
志
向
や
教
育
・
男
女
平
等
の
問
題
）
を
察
知
し
、
明
治
の
新
し
い
人
物
像
が
投
影
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
お
繁
を
捉
え
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
お
繁
が
〈
男
装
女
性
〉
の
格
好
を
し
て
〈
書
生
〉
を
演
じ
て
い
る
こ
と
に
拘
泥
し
、

ひ
い
て
は
新
時
代
を
活
写
す
る
と
い
う
散
切
物
の
性
質
を
過
度
に
意
識
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

散
切
物
を
多
角
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
新
し
い
側
面
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
旧
時
代
か
ら
の
跡
形
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

も
っ
と
も
江
戸
と
明
治
の
混
合
が
散
切
物
の
魅
力
で
あ
る
と
訴
え
た
神
山
で
さ
え
、
散
切
物
の
斬
新
さ
と
奇
抜
さ
の
方
に
関
心
が
傾
い
て

お
り
、
そ
れ
が
散
切
物
を
規
定
す
る
第
一
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
散
切
物
が
明
治
の
開
幕
と
同
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時
に
新
し
く
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
世
話
物
か
ら
派
生
し
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
幕
末
か

ら
世
話
物
を
得
意
と
し
た
黙
阿
弥
の
履
歴
を
考
慮
す
る
と
、
散
切
物
は
江
戸
後
期
に
上
演
・
創
作
さ
れ
た
世
話
物
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
散
切
物
か
ら
見
え
る
旧
時
代
の
跡
形
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
黙
阿
弥
の
作
劇
法
を
再
考
し
た
い
。

一
、「
富
士
額
」
の
上
演
背
景

「
富
士
額
」
の
読
解
に
お
い
て
男
装
女
性
が
現
れ
た
と
い
う
新
聞
記
事
を
基
に
し
た
こ
と
は
通
説
に
な
っ
て
お
り
、
現
代
の
辞
書
類
に

も
真
っ
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
男
装
女
性
の
題
材
が
「
富
士
額
」
の
読
解
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
新
聞
記
事
の
劇
化
が
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
何
を
目
的
に

行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
未
だ
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
黙
阿
弥
が
偶
然
新
聞
か
ら
気
に
入
っ
た
素
材
を
発
見
し
、
創
作
に
ま
で

至
っ
た
と
み
な
し
て
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
新
聞
か
ら
男
装
女
性
の
題
材
を
採
用
し
た
こ
と
に
は
黙
阿
弥
自
身
の

意
志
よ
り
も
、
題
材
を
提
供
し
た
新
聞
社
側
と
興
行
を
行
っ
た
劇
場
側
の
諸
事
情
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、

男
装
女
性
発
見
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
仮
名
読
新
聞
』
と
「
富
士
額
」
の
上
演
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
仮
名
読
新
聞
』
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
一
月
一
日
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
新
聞
で
あ
り
、
仮
名
垣
魯
文
が
編
集
と
印
刷
を
兼

任
し
て
い
た
。
魯
文
は
明
治
八
年
か
ら
『
仮
名
読
新
聞
』
の
専
属
記
者
と
し
て
働
き
、明
治
十
年
に
は
仮
名
読
新
聞
社
の
社
長
に
ま
で
登
っ

た
。
ま
た
元
戯
作
者
の
出
自
を
活
か
し
て
、
芸
者
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
芝
居
の
評
判
な
ど
の
連
載
を
企
画
し
、
明
治
十
二
年
か
ら
は
創
刊
直
後

の
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
編
集
を
担
当
す
る
な
ど
芸
能
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
実
力
を
発
揮
し
た
。
魯
文
は
幕
末
か
ら
黙
阿
弥
や
瀬
川
如

皐
と
い
っ
た
狂
言
作
者
と
交
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
）
8
（

、
伊
原
敏
郎
の
『
歌
舞
伎
年
表
』
か
ら
「（
明
治
十
五
年
）
十
一
月
五
日
、
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『
有
喜
世
新
聞
』
の
伊
東
専
三
と
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
久
保
田
彦
作
と
の
不
和
を
、
河
竹
と
仮
名
垣
（
魯
文
）
仲
裁
。
萬
町
の
柏
木
で
和

解
の
宴
）
9
（

」
と
い
う
記
述
も
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
明
治
十
四
年
こ
ろ
魯
文
が
友
人
を
紹
介
す
る
た
め
黙
阿
弥
に
送
っ
た
書
簡
）
10
（

や
、
翌
年

六
月
魯
文
か
ら
役
者
の
世
話
を
頼
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
黙
阿
弥
の
返
信
）
11
（

な
ど
を
見
る
限
り
、
二
人
の
交
友
関
係
が
依
然
と
し
て
続
い
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
象
を
踏
ま
え
る
と
、
黙
阿
弥
が
『
仮
名
読
新
聞
』
の
記
事
を
題
材
に
し
、
新
作
を
創
作
し
た

こ
と
は
魯
文
と
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
「
富
士
額
」
の
上
演
に
先
立
ち
、
仮
名
読
新
聞
社
の
東
京
移
転
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る
。
土
屋
礼

子
に
よ
る
と
、
明
治
十
年
三
月
五
日
（
三
百
号
）
か
ら
『
仮
名
読
新
聞
』
の
刊
行
先
が
横
浜
か
ら
東
京
に
移
り
、
紙
名
を
『
か
な
よ
み
』

に
改
め
、
魯
文
が
仮
名
読
新
聞
社
の
社
長
に
就
任
し
た
と
い
う
）
12
（

。
以
上
の
如
く
改
新
さ
れ
た
新
聞
を
広
告
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
魯

文
が
黙
阿
弥
も
し
く
は
新
富
座
に
頼
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
の
行
跡
か
ら
し
て
、
魯
文
は
芸
能
界
全
般
に
わ
た

り
豊
富
な
人
脈
を
持
っ
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
し
、『
仮
名
読
新
聞
』
の
読
者
層
は
芝
居
の
観
客
と
重
複
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
）
13
（

、

新
聞
の
宣
伝
の
場
と
し
て
劇
場
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
富
士
額
」が
上
演
さ
れ
た
明
治
十
年
四
月
興
行
の
大
切
の
途
中
、

『
仮
名
読
新
聞
』
の
宣
伝
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

大
切
は
上
の
巻
が
長
唄
連
中
で
操
三
番
叟
、
菊
五
郎
、
芝
翫
、
半
四
郎
で
勤
め
、
下
の
巻
は
太
神
楽
の
ど
ん
つ
く
宗
十
郎
、
芝
翫
、

喜
世
三
郎
、
子
団
次
、
左
団
次
、
粂
三
郎
の
白
酒
売
を
常
盤
津
連
中
の
出
語
り
で
、
菊
五
郎
が
新
聞
の
売
子
で
見
物
の
皆
様
へ
当
社

の
新
聞
を
さ
し
上
升
と
聞
升
た
。
彌
々
今
日
が
初
日
で
六
幕
は
急
度
致
す
そ
う
で
す
。
殊
に
大
景
気
で
始
め
ぬ
内
か
ら
評
判
も
よ
く

狂
言
の
面
白
の
は
保
証
ま
す
か
ら
嘸
大
入
で
五
座
い
ま
せ
う
。（『
仮
名
読
新
聞
』
第
三
百
三
十
五
号
〈
明
治
十
年
四
月
十
一
日
〉）
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『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
大
切
は
上
の
巻
が
「
柳
の
糸
の
操
三
番
」、
下
の
巻
が
「
桜
の
毬
の
大
神
楽
」

で
構
成
さ
れ
た
所
作
事
「
鈴

す
ず
の
お
と
し
し
の
た
わ
む
れ

音
獅
子
翫
」
で
あ
り
、『
仮
名
読
新
聞
』
の
報
道
内
容
と
一
致
す
る
。
舞
台
の
具
体
的
な
状
況
は
把
握
し
が

た
い
が
、
菊
五
郎
の
配
役
が
「
操
三
番
叟
配
達
人

0

0

0

風
鈴
の
音
」
に
な
っ
て
お
り
、
新
聞
を
撒
く
よ
う
な
所
作
が
入
っ
て
い
た
と
想
像
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
『
仮
名
読
新
聞
』
側
も
こ
の
よ
う
な
厚
意
に
報
い
る
か
の
よ
う
に
、
新
富
座
の
四
月
興
行
の
広
告
に
力
を
注
い
で
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
「
富
士
額
」
の
上
演
に
関
わ
る
『
仮
名
読
新
聞
』
の
一
連
の
記
事
を
掲
げ
て
お
く
。

・
明
治
十
年
三
月
廿
九
日
（
第
三
百
二
十
四
号
） 

新
富
座
四
月
興
行
に
関
す
る
予
告

・
同
年
三
月
三
十
日
（
第
三
百
二
十
五
号
） 

「
富
士
額
」
の
梗
概
・
配
役

・
同
年
四
月
十
一
日
（
第
三
百
三
十
五
号
）
＊
上
演
初
日 

「
富
士
額
」
の
梗
概
・
配
役

・
同
年
四
月
廿
八
日
（
第
三
百
五
十
号
） 

新
富
座
役
者
評
判
記 

巻
の
一
〈
尾
上
菊
五
郎
〉

・
同
年
四
月
廿
九
日
（
第
三
百
五
十
一
号
） 

新
富
座
役
者
評
判
記 

巻
の
一
（
続
き
）

・
同
年
四
月
三
十
日
（
第
三
百
五
十
二
号
） 

新
富
座
役
者
評
判
記 

巻
の
二
〈
市
川
左
団
次
〉

・
同
年
五
月
二
日
（
第
三
百
五
十
三
号
） 

新
富
座
役
者
評
判
記 

巻
の
三
〈
市
川
子
団
次
〉

記
事
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
報
道
の
回
数
と
内
容
を
み
る
と
、
仮
名
読
新
聞
社
は
劇
の
構
成
・
配
役
・
梗
概
に
至
る
ま
で
事
細
か
な

興
行
情
報
を
事
前
に
入
手
し
て
い
た
と
み
え
る
。
そ
れ
で
折
り
よ
く
興
行
を
予
告
し
、
上
演
直
前
に
は
梗
概
や
配
役
を
具
体
的
に
紹
介
す

る
こ
と
で
読
者
の
興
味
を
惹
こ
う
と
し
た
。
な
お
、
予
告
の
み
な
ら
ず
、
興
行
の
最
中
に
は
見
巧
者
（
見
升
連
つ
ば
め
）
に
よ
る
評
判
記

を
掲
載
し
、
新
富
座
の
興
行
を
定
期
的
に
宣
伝
し
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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一
方
、
新
富
座
に
お
い
て
も
こ
の
頃
は
起
死
回
生
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
新
富
座
は
明
治
九
年
十
一
月

数
寄
屋
町
の
火
災
で
類
焼
し
、
明
治
十
一
年
六
月
に
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
新
し
い
劇
場
が
落
成
す
る
間
に
休
業
せ
ず
仮
劇
場
で
興
行
を

続
け
て
い
た
。
明
治
十
年
四
月
興
行
を
目
前
に
発
表
さ
れ
た
座
主
守
田
勘
弥
の
口
上
か
ら
こ
の
時
期
の
事
情
が
窺
え
る
。

四
月
十
一
日
よ
り
新
富
座　

乍
憚
口
演　

御
区
中
様
、
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
、
恐
悦
至
極
ニ
奉
存
候
、
随
而
私
芝
居
旧
地
、
本
普

請
落
成
ま
で
多
日
相
懸
り
候
故
、
其
内
仮
芝
居
相
願
候
所
、
蒙
官
許
早
速
普
請
ニ
取
懸
り
、
以
御
蔭
落
成
仕
候
）
14
（

上
記
の
口
上
を
み
る
と
、
明
治
九
年
十
一
月
の
火
災
以
降
、
仮
劇
場
で
初
め
て
上
演
さ
れ
た
の
が
明
治
十
年
四
月
の
興
行
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
興
行
は
劇
場
の
存
続
に
関
わ
る
一
大
事
で
あ
り
、
ゆ
え
に
新
富
座
の
方
か
ら
も
宣
伝
に
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、「
富
士
額
」
の
上
演
を
め
ぐ
っ
て
仮
名
読
新
聞
社
と
新
富
座
が
そ
れ
ぞ
れ
面
し
て
い
た
状
況
を
確
認
し
、
劇
の
題
材
を
『
仮
名

読
新
聞
』
か
ら
求
め
た
必
然
性
を
推
測
し
て
み
た
。
東
京
に
移
転
し
て
間
も
な
い
仮
名
読
新
聞
社
は
、
興
行
中
当
社
の
新
聞
を
配
る
な
ど

新
し
い
読
者
を
確
保
す
る
た
め
積
極
的
な
広
告
活
動
を
行
っ
た
。そ
の
一
環
と
し
て「
富
士
額
」の
題
材
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。も
っ

と
も
劇
場
消
失
後
、
初
め
て
興
行
を
行
う
新
富
座
側
に
お
い
て
も
『
仮
名
読
新
聞
』
は
有
効
な
宣
伝
媒
体
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と
、
ほ
か
で
も
な
い
『
仮
名
読
新
聞
』
に
報
道
さ
れ
た
男
装
女
性
の
話
が
「
富
士
額
」
に
劇
化
さ
れ
た
こ
と
は
、

黙
阿
弥
単
独
の
意
志
と
い
う
よ
り
、
仮
名
読
新
聞
社
と
新
富
座
の
諸
事
情
が
結
び
つ
い
た
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
劇
場
と
新
聞
社
が
各
々
の
利
害
の
た
め
お
互
い
を
利
用
し
た
事
例
は
「
富
士
額
」
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
黙
阿
弥
散

切
物
の
初
作
で
あ
る「
東

と
う
き
ょ
う
に
ち
に
ち
し
ん
ぶ
ん

京
日
新
聞
」（
明
治
六
年
〈
一
八
七
三
〉
十
月
守
田
座
初
演
）
は
黙
阿
弥
の
友
人
が
創
刊
し
た
『
東
京
日
々
新
聞
』
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を
広
告
す
る
目
的
で
書
き
下
ろ
さ
れ
た
）
15
（

。
ま
た
「
孝
子
善
吉
」（
明
治
十
年
六
月
新
富
座
初
演
、
本
名
題
「
勧

か
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う
あ
く
こ
う
し
の
ほ
ま
れ

善
懲
悪
孝
子
誉
」）
は
「
新

聞
の
小
学
雑
誌
の
美
談
」
を
題
材
に
し
た
と
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
が
）
16
（

、
実
は
新
聞
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
は
な
く
、
黙
阿
弥
の
経
験

に
基
づ
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
）
17
（

。
つ
ま
り
、
芝
居
を
通
じ
て
新
聞
の
広
告
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
劇
場
や
作
者
側
も
新
聞
か
ら
題

材
を
採
用
し
た
こ
と
（
た
と
え
そ
れ
が
虚
飾
で
あ
る
と
し
て
も
）
を
宣
伝
手
段
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
「
孝
子
善
吉
」
の

事
例
を
想
起
す
る
と
、「
富
士
額
」
も
最
初
か
ら
元
記
事
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
）
18
（

。
し
か
し
、

虚
飾
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
「
富
士
額
」
が
新
聞
種
を
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
、
歌
舞
伎
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

二
、
カ
タ
リ
か
ら
み
る
黙
阿
弥
の
創
作
意
図

す
る
と
黙
阿
弥
は
「
富
士
額
」
の
創
作
に
あ
た
り
、
如
何
な
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
作
の
辻
番
付
（
興
行
前
に
配
っ

た
宣
伝
用
の
一
枚
刷
り
の
番
付
）
の
「
カ
タ
リ
」
に
は
、
主
人
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
や
内
容
構
成
に
対
す
る
黙
阿
弥
の
苦
心
が
窺
え

る
。
カ
タ
リ
と
は
辻
番
付
の
名
題
の
上
段
に
付
い
て
い
る
、
作
品
の
概
要
を
美
文
調
に
記
し
た
文
章
を
指
す
。
役
者
の
名
前
や
縁
起
の
よ

い
語
句
、「
世
界
」
を
あ
ら
わ
す
表
現
で
構
成
さ
れ
）
19
（

、
一
般
的
に
は
第
一
の
狂
言
作
者
で
あ
る
立
作
者
が
作
成
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
カ
タ
リ

は
立
作
者
の
力
量
を
示
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
）
20
（

、
当
該
作
品
の
肝
心
な
場
面
を
示
唆
す
る
重
要
な
資
料
で
も
あ
る
。
以
下
で
は
カ
タ
リ
の

分
析
を
行
い
梗
概
を
示
し
た
上
で
、
本
作
に
お
け
る
黙
阿
弥
の
創
作
意
図
を
推
察
す
る
。
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Ⓐ
是こ

れ

は
今こ

ん
に
ち日

の
新し

ん
ぶ
ん聞

と
街ち

ま
たを

見み

て
売う

り

あ
る
く
次し

た
い第

は
Ⓑ
然し

か

も

熊く
ま
か
い谷

の
宿や

と
や屋

の
湯ゆ

ば場
で
ざ
ん
ぎ
り
の
書し

よ
せ
い生

が
見み

ら
れ
し

Ⓒ
乳ち

ぶ
さ房

よ
り
明あ

か
す
女を

ん
なに

Ⓓ
御ご

け
な
お

家
直
が
横よ

こ

に
車く

る
まの

強し
い

ね
た
り

余よ
き義

な
く
結む

す

ぶ
Ⓔ
夢ゆ

め

さ
め
て
右う

ぜ
ん膳

へ
貢み

つ
ぎの

そ
の
金か

ね

も

位い
は
い牌

へ
頼た

の

み
古ふ

る
さ
と郷

を
後あ

と

に
Ⓕ
繁し

げ
るが

伊い
か
ほ

香
保
に
て
追お

つ

手て

の
小こ

す
け助

に
捕と

ら

へ
ら
れ
Ⓖ
盗ぬ

す

み
の
詮せ

ん
ぎ議

に
惣そ

う
す
け助

が
な
さ
け

荒あ
ら
ぎ気

の
折せ

つ
か
ん檻

を
留と

め

て
、
恋れ

ん
ぼ慕

の
神じ

ん
ぼ
う
う
じ

保
氏
罪つ

み

を
免ゆ

る

し
て
権こ

ん
さ
い妻

に
か
は
す
Ⓗ
小こ

う
め梅

の
枕ま

く
ら
は
し橋、

憂う
き

に
迫せ

ま

り
て
身
を

投な
け

る
お
よ
し
が
迷ま

よ

ひ
Ⓘ
さ
つ
ぱ
り
と
晴は

れ

て
悦よ

ろ
こぶ

利り
ゑ
も
ん

右
衛
門
が

噺は
な
しし

に
知し

れ
し
父ち

ゝ

の
仇あ

だ

、
Ⓙ
世よ

を
牛う

し
し
ま島

で
倉く

ら
は
し橋

、
恨う

ら

み
を

返か
へ

せ
し
烈れ

つ
ぢ
よ女

お
し
げ
が
本ほ

ん
ま
う望

と
げ
し
雑ざ

つ
ぽ
う
き
た
ん

報
奇
談

Ⓚ

【図 1】「富士額」辻番付の 
カタリ（明治十年四月）
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【
図
1
】）

21
（

に
示
し
た
カ
タ
リ
の
文
飾
と
梗
概
を
対
応
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（〔　

〕
は
カ
タ
リ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
内
容
）。

Ⓐ
本
作
が
新
聞
記
事
を
劇
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
Ⓑ
お
繁
の
姿
（
散
切
頭
の
書
生
）
と
場
所
の
設
定
（
熊
谷
の
宿
屋
）
に

言
及
す
る
。
Ⓒ
書
生
姿
の
お
繁
が
乳
房
を
見
ら
れ
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
Ⓓ
人
力
車
夫
の
御
家
直
は
秘
密
厳
守
を
盾
に
取
り
、

お
繁
と
一
夜
を
過
ご
す
。
Ⓔ
お
繁
は
父
右
膳
に
盗
ん
で
き
た
金
銭
を
渡
そ
う
と
す
る
。
不
審
な
金
で
あ
る
と
父
が
受
け
取
ら
な
い
と
、
お

繁
は
止
む
を
得
ず
（
母
の
）
位
牌
に
金
を
隠
し
故
郷
を
後
に
す
る
。〔
お
繁
の
後
を
追
っ
て
き
た
御
家
直
が
右
膳
か
ら
金
銭
を
盗
み
、
殺

害
す
る
。
一
方
、
戸
倉
利
右
衛
門
と
そ
の
娘
お
芳
が
お
繁
に
婿
入
り
を
頼
む
が
、
父
が
大
病
に
患
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
訳
に
断
る
。〕

Ⓕ
お
繁
は
伊
香
保
で
追
手
の
小
助
（
正
道
の
下
男
）
に
捕
ま
り
、
東
京
に
連
れ
ら
れ
る
。〔
お
繁
に
婿
入
り
を
断
ら
れ
た
利
右
衛
門
は
お

繁
の
父
を
説
得
す
る
つ
も
り
で
故
郷
を
訪
ね
る
が
、
そ
こ
で
右
膳
が
強
盗
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。〕
Ⓖ
盗
罪
を
認
め
な
い
お
繁
に

対
し
惣
助
（
お
繁
の
伯
父
）
は
強
く
折
檻
す
る
が
、
師
匠
の
正
道
は
そ
れ
を
引
き
止
め
る
。
お
繁
は
自
分
の
盗
み
事
と
、
本
当
は
女
性
で

あ
る
こ
と
を
白
状
す
る
。
お
繁
に
見
惚
れ
た
正
道
が
罪
を
許
し
権
妻
に
取
る
。
Ⓗ
叶
わ
な
い
恋
で
胸
を
焦
が
し
た
お
芳
は
枕
橋
で
身
投
げ

し
よ
う
と
す
る
が
、
正
道
と
小
助
に
よ
り
助
か
る
。
Ⓘ
お
芳
と
利
右
衛
門
は
女
性
姿
で
い
る
お
繁
に
出
会
い
、
心
の
蟠
り
が
な
く
な
る
。

お
繁
は
利
右
衛
門
か
ら
父
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
犯
人
は
御
家
直
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
Ⓙ
お
繁
は
牛
島
（
台
本
で
は
向
島
）
で
倉

橋
直
次
郎
（
御
家
直
の
本
名
）
に
恨
み
を
晴
ら
す
。
敵
討
ち
に
成
功
し
た
お
繁
を
「
烈
女
」
と
表
現
し
、劇
全
体
（
新
聞
か
ら
題
材
を
取
っ

た
こ
と
と
、
お
繁
の
敵
討
ち
話
が
劇
の
見
せ
場
で
あ
る
こ
と
）
を
「
雑
報
奇
談
」
の
一
言
で
性
格
づ
け
る
。
Ⓚ
隅
田
川
物
の
「
世
界
」、

あ
る
い
は
隅
田
川
物
に
関
わ
る
題
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

上
記
の
カ
タ
リ
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
Ⓐ
〜
Ⓓ
は
序
幕
、
Ⓔ
〜
Ⓕ
は
二
幕
目
、
Ⓖ
〜
Ⓘ
は
三
幕
目
、
Ⓙ
は
四
幕
目
大
切
の
梗
概
に
対

応
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
角
囲
み
の
「
烈
女
お
し
げ
」「
雑
報
奇
談
」「
隅
田
川
容
写
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
人
公
の
人
物
造
形
、
物
語
の
性

格
、「
世
界
」
も
し
く
は
題
材
の
使
用
を
示
す
修
辞
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
烈
女
お
し
げ
」
と
「
隅
田
川
容
写
」
の
語
句



10

で
あ
る
。
Ⓐ
〜
Ⓙ
と
「
雑
報
奇
談
」
が
作
品
に
関
す
る
客
観
的
な
情
報
で
あ
る
の
に
対
し
、「
烈
女
お
し
げ
」
と
「
隅
田
川
容
写
」
は
人

物
造
形
や
作
劇
に
関
す
る
作
者
の
創
作
意
図
を
反
映
し
た
修
辞
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
烈
女
お
し
げ
」
に
は
父
親

の
敵
討
ち
を
敢
行
す
る
烈
女
と
し
て
の
お
繁
の
人
物
造
形
が
、「
隅
田
川
容
写
」
に
は
隅
田
川
物
の
「
世
界
」
も
し
く
は
そ
れ
に
関
わ
る

題
材
の
使
用
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
富
士
額
」
の
創
作
に
際
し
、
黙
阿
弥
が
男
装
女
性
の
題
材
を
活
か
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
、
上
記
に
言
及
し
た
点
に
重
き
を
置
い
た

こ
と
は
台
帳
の
台
詞
分
担
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
底
本
に
し
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
初
演
時
の
台
帳
（
登
録
番
号
イ

-00408-*

）
に
は
、
序
幕
は
竹
柴
進
三
、
二
幕
目
は
竹
柴
金
作
、
三
幕
目
と
四
幕
目
は
河
竹
新
七
（
黙
阿
弥
）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
劇
全
体
の
構
造
と
梗
概
は
立
作
者
が
考
案
す
る
が
、
細
か
い
台
詞
の
執
筆
は
二
枚
目
作
者
と
分
担
す
る
の
が
慣
例

で
あ
っ
た
）。
黙
阿
弥
の
高
弟
た
ち
が
担
当
し
た
序
幕
と
二
幕
目
は
、
お
繁
が
父
の
薬
代
を
盗
み
帰
郷
す
る
ま
で
の
経
緯
と
、
男
装
を
し

た
が
ゆ
え
に
起
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
中
心
と
な
る
反
面
、
黙
阿
弥
が
担
当
し
た
三
幕
目
と
四
幕
目
は
、
師
匠
神
保
正
道
の
権
妻
に
な
っ
た

お
繁
が
父
を
殺
し
た
犯
人
に
敵
討
ち
を
す
る
展
開
に
な
っ
て
お
り
、
随
分
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
る
。
立
作
者
が
劇
全
体
の
構
造
を
組
み

立
て
る
と
は
い
え
、
幕
ご
と
に
台
詞
を
担
当
し
た
作
者
各
々
の
個
性
や
関
心
が
表
出
さ
れ
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
、
立
作
者
で

あ
る
黙
阿
弥
が
三
幕
目
と
四
幕
目
を
直
々
執
筆
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
を
本
作
の
肝
心
な
と
こ
ろ
と
み
な
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

意
図
が
カ
タ
リ
の
文
飾
に
鏤
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、「
烈
女
お
し
げ
」
の
意
味
―
「
孝
女
お
竹
」
と
の
関
わ
り
―

「
富
士
額
」
の
作
劇
過
程
を
辿
っ
て
み
る
と
、
新
聞
か
ら
採
っ
た
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
黙
阿
弥
が
ま
ず
男
装
女
性
の
素
材
に
目
を
付
け
、
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そ
の
あ
と
敵
討
ち
の
プ
ロ
ッ
ト
を
肉
付
け
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
女
性
が
父
親
の
敵
に
復
讐
す
る
内
容
は
黙
阿
弥
独
自
の

改
変
に
あ
た
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
図
は
「
烈
女
お
し
げ
」
と
い
う
語
句
に
も
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
物
造
形

は
完
全
に
新
し
い
工
夫
で
は
な
く
、以
前
の
黙
阿
弥
の
作
品
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
通
称「
孝
女
お
竹
」と
呼
ば
れ
る「
身

み
の
ひ
か
り
お
た
け
の
い
さ
ほ
し

光
於
竹
功
」（
元

冶
元
年
〈
一
八
六
四
〉
十
月
七
日
江
戸
守
田
座
初
演
、
初
演
時
の
名
題
は
「
讐

ふ
た
つ
ち
ょ
う
い
ろ
の
で
き
あ
き

蝶
色
成
曙
」）
は
幕
末
に
上
演
さ
れ
た
黙
阿
弥
の
世
話
物

で
あ
る
。
詳
細
な
梗
概
は
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
）
22
（

、
孝
心
深
い
娘
が
父
親
の
敵
討
ち
を
遂
げ
る
大
筋
と
、
登
場
人
物
の
類
似
点
か
ら
「
富

士
額
」
と
の
共
通
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
孝
女
お
竹
」
は
晩
年
の
黙
阿
弥
が
自
ら
代
表
作
を
選
定
し
出
版
し
た
『
狂
言
百
種
』
に
収
録

さ
れ
て
お
り
）
23
（

、
か
な
り
愛
着
を
持
っ
て
い
た
と
み
え
る
。
従
っ
て
、「
富
士
額
」
の
構
想
段
階
で
女
性
の
敵
討
ち
話
を
設
け
る
と
き
、「
孝

女
お
竹
」
を
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
述
の
通
り
、
娘
が
父
親
の
敵
討
ち
を
す
る
展
開
（
主
と
し
て
黙
阿
弥
が
執

筆
し
た
三
幕
目
と
四
幕
目
の
内
容
）、そ
し
て
人
物
関
係
や
役
割
の
働
き
な
ど
か
ら
「
富
士
額
」
と
「
孝
女
お
竹
」
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

【
表
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
両
作
の
登
場
人
物
の
類
型
は
四
つ
（
孝
女
の
娘
、
父
親
、
敵
役
、
援
助
者
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
各
々

は
類
似
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、主
人
公
で
あ
る
「
孝
女
の
娘
」
の
類
型
か
ら
見
て
い
く
。「
孝
女
の
娘
」
は
美
貌
で
、

男
ま
さ
り
の
才
能
（
お
繁
は
学
識
、

お
竹
は
武
術
）
を
備
え
て
お
り
、
孝

心
が
深
く
強
か
な
性
格
を
持
っ
て
い

る
。「
富
士
額
」
に
は
男
装
を
し
て

も
隠
し
き
れ
な
い
お
繁
の
美
貌
ゆ
え

に
起
き
た
滑
稽
な
事
件
が
描
か
れ
て

お
り
、「
孝
女
お
竹
」
も
同
様
、
お

【表 1】「富士額」と
「孝女お竹」の人物関係比較
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竹
の
美
貌
が
却
っ
て
難
儀
を
来
た
す
場
面
が
あ
る
。
そ
の
上
、
お
繁
の
男
ま
さ
り
の
学
識
は
師
匠
の
神
保
正
道
に
よ
っ
て
「
繁
は
お
ろ
か

な
産
で
な
く
、
英
才
男
子
に
勝
り
し
者
」「
女
子
に
は
あ
る
ま
じ
き
其
秀
才
）
24
（

」
と
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
お
り
、
お
繁
の
孝
心
の
深
さ
は
悪

行
に
走
る
こ
と
を
厭
わ
ず
貧
窮
に
迫
っ
た
父
親
に
貢
い
だ
こ
と
や
、
父
の
敵
討
ち
を
敢
行
し
た
こ
と
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
お

竹
の
男
ま
さ
り
の
武
術
は
「
は
て
顔
に
似
合
わ
ぬ
お
竹
が
力
、
親
父
は
橋
本
次
郎
右
衛
門
と
て
、
左
振
流
の
槍
の
名
人
、
流
石
は
手
者
の

娘
だ
け
、
彼
女
も
剣
術
を
や
る
と
見
え
る
、
こ
り
や
腕
づ
く
で
は
い
な
ぬ
わ
え
）
25
（

」
と
い
う
九
助
の
台
詞
か
ら
み
ら
れ
、
お
竹
の
孝
心
深
さ

は
借
金
で
切
羽
詰
ま
っ
た
父
親
の
た
め
遊
郭
に
身
を
売
る
と
決
心
し
た
こ
と
や
、
大
切
で
父
の
敵
討
ち
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
描
写
さ
れ

て
い
る
。
以
上
の
三
点
（
①
美
貌
、
②
男
ま
さ
り
の
才
能
、
③
孝
心
が
深
く
強
か
な
性
格
）
か
ら
両
作
に
あ
ら
わ
れ
た
「
孝
女
の
娘
」
像

が
大
い
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
彼
女
た
ち
の
性
格
は
親
譲
り
の
性
分
と
見
ら
れ
、
お
繁
と
お
竹
の
父
親
は
律
儀
な
が
ら
や
や
頑
固
な
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
人

間
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。
お
繁
の
父
で
あ
る
妻
木
右
膳
は
、
親
の
薬
代
と
し
て
娘
が
持
っ
て
き
た
出
所
不
明
の
金
銭
を
「
身
分
相
応

二
分
か
三
分
、
菓
子
料
な
り
と
持
参
い
た
せ
バ
、
悦
ば
し
く
受
納
い
た
す
が
、
不
相
応
な
ら
弐
百
円
、
不
義
の
富
貴
ハ
希
ミ
で
な
い
ぞ
」

と
い
い
、
き
っ
ぱ
り
断
る
。
一
方
、
お
竹
の
父
で
あ
る
橋
本
次
郎
右
衛
門
は
泥
坊
に
さ
れ
た
娘
に
対
し
「
其
の
方
も
十
人
並
に
手
か
け
妾

に
黄
金
を
積
み
望
む
者
も
あ
つ
た
れ
ど
、
不
義
の
富
貴
は
浮
べ
る
雲
、
よ
し
や
水
仕
の
奉
公
で
も
誠
の
道
を
守
ら
せ
ん
と
、
斯
く
迄
義
を

ば
立
通
す
親
に
恥
辱
を
あ
た
へ
し
其
方
、
何
故
金
子
を
掠
め
し
ぞ
）
26
（

」
と
折
檻
す
る
。
お
そ
ら
く
右
膳
も
お
繁
が
盗
み
を
し
た
こ
と
を
知
っ

た
な
ら
ば
、
同
様
な
反
応
を
見
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
両
作
の
父
親
は
清
廉
潔
白
で
硬
骨
な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
り
、
娘
に
接
す

る
態
度
も
似
通
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
「
敵
役
」
を
見
て
い
く
。「
富
士
額
」
の
御
家
直
は
お
繁
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
強
引
に
一
夜
を
過
ご
し
た
う
え
、

の
ち
に
間
男
の
ふ
り
を
し
て
お
繁
に
難
儀
を
か
け
る
。
し
か
も
御
家
直
は
お
繁
が
内
緒
に
残
し
て
お
い
た
大
金
を
奪
う
た
め
、
お
繁
の
父
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を
殺
害
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
孝
女
お
竹
」
で
は
二
人
の
敵
役
が
登
場
し
、「
富
士
額
」
の
御
家
直
の
悪
行
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
か
た
ち

で
働
く
。
例
え
ば
、
お
竹
に
恋
慕
を
抱
い
て
い
る
九
助
は
お
竹
と
の
駆
落
ち
を
企
て
る
が
、
お
竹
が
応
じ
な
い
の
で
、
意
趣
返
し
に
窃
盗

の
濡
れ
衣
を
着
せ
る
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、
丈
五
郎
は
左
振
流
の
伝
書
の
欲
し
さ
に
お
竹
の
父
に
十
両
を
貸
し
て
か
ら
手
形
を
捏
造
す
る
。

お
竹
の
父
は
借
り
て
も
い
な
い
金
銭
で
困
っ
て
い
た
が
、
坂
間
家
の
亭
主
の
恩
恵
を
被
り
、
金
銭
を
工
面
し
て
も
ら
う
。
す
る
と
丈
五
郎

は
「
次
郎
右
衛
門
殿
、
貴
殿
へ
金
子
を
用
立
て
は
元
よ
り
伝
書
の
一
巻
を
譲
つ
て
貰
ふ
下
心
、
今
此
金
の
調
達
も
爰
や
か
し
こ
の
七
所
拵

へ
、
是
は
取
つ
た
も
同
様
だ
、
貴
殿
へ
身
共
が
進
上
申
す
、
何
卒
替
り
に
伝
書
の
一
巻
橋
本
一
子
相
伝
に
て
他
へ
譲
ら
れ
ぬ
こ
と
な
ら
ば
、

此
場
で
内
見
さ
せ
て
下
せ
え
）
27
（

」
と
本
音
を
明
か
し
無
理
難
題
を
ね
だ
る
。
お
竹
の
父
は
最
後
ま
で
拒
否
す
る
が
、
結
局
丈
五
郎
に
殺
さ
れ

伝
書
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
御
家
直
（
お
繁
に
困
難
を
与
え
、
お
繁
の
父
か
ら
金
銭
を
奪
い
殺
害
す
る
）
の
悪
行
は
、

九
助
（
お
竹
に
困
難
を
与
え
る
）
と
丈
五
郎
（
お
竹
の
父
親
か
ら
伝
書
を
奪
い
殺
害
す
る
）
の
働
き
を
各
々
合
わ
せ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
御
家
直
の
旧
名
が
倉
橋
0

0

直
次
郎
で
あ
り
、
倉
橋
0

0

丈
五
郎
の
名
字
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
両
作
の
繋
が
り
を

示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
「
孝
女
お
竹
」
で
は
九
助
と
丈
五
郎
が
敵
役
の
役
割
を
分
け
合
っ
て
い
た
が
、
実
際
父
親

を
殺
害
し
、
お
竹
の
恨
み
を
買
っ
た
真
の
敵
役
は
丈
五
郎
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。
よ
っ
て
、
同
じ
く
お
繁
の
父
親
を
殺
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
造
形
す
る
際
、
そ
の
名
残
と
し
て
「
倉
橋
」
の
名
字
を
御
家
直
の
旧
名
に
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
取
り
上
げ
る
類
型
は
主
人
公
の
才
能
を
認
め
つ
つ
、
彼
女
た
ち
を
難
儀
か
ら
助
け
る
「
援
助
者
」
で
あ
る
。「
富
士
額
」
の
神

保
正
道
は
普
段
よ
り
お
繁
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
ゆ
え
、
親
へ
の
思
い
で
悪
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
お
繁
を
不
憫
に
思
い
、
表
向

き
の
権
妻
に
し
て
庇
っ
て
や
る
。
こ
れ
と
同
様
、「
孝
女
お
竹
」
の
坂
間
勘
右
衛
門
は
父
の
名
誉
を
守
る
た
め
、
苦
界
に
身
を
沈
め
よ
う

と
す
る
お
竹
を
困
窮
か
ら
助
け
、
そ
の
優
れ
た
品
性
を
褒
め
称
え
る
。

以
上
、「
富
士
額
」
と
「
孝
女
お
竹
」
に
登
場
す
る
人
物
を
四
つ
の
類
型
に
分
類
し
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
人
物
造
形
に
お
け
る
類
似
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性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
物
造
形
の
類
似
性
、
そ
し
て
孝
女
の
敵
討
ち
話
と
い
う
共
通
し
た
展
開
を
踏
ま
え
る
と
、

黙
阿
弥
は
男
装
女
性
の
目
新
し
い
題
材
を
取
り
入
れ
つ
つ
、「
孝
女
お
竹
」
を
下
敷
き
に
し
「
富
士
額
」
を
創
作
し
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
本
作
の
創
作
に
あ
た
り
、
幕
末
期
世
話
物
を
も
手
際
よ
く
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
然
な
が
ら
黙
阿
弥
は
自
作

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
代
の
社
会
背
景
を
考
慮
し
た
上
で
改
変
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
大
詰
の
敵
討
ち
場
面

に
顕
著
で
あ
る
。
敵
討
ち
の
後
、
周
り
か
ら
孝
女
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
ま
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
天
下
の
法
度
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と

で
お
繁
が
自
首
を
決
意
す
る
部
分
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
で
は
、「
孝
女
お
竹
」
の
敵
討
ち
場
面
か
ら
取
り
上
げ
る
。

お
竹
丈
五
郎
立
廻
り
、
よ
き
程
に
ば
た
〳
〵
に
な
り
花
道
よ
り
紺
看
板
一
本
差
の
下
男
箱
提
灯
を
持
ち
、
後
よ
り
以
前
の
勘
右
衛
門

羽
織
袴
一
本
差
し
、
是
に
続
い
て
彦
助
梅
之
助
を
連
出
来
り
、
花
道
に
て
舞
台
を
見
て
、

勘
右　

あ
れ
見
ら
れ
よ
彦
助
ど
の
、
あ
れ
に
て
お
竹
が
打
合
ひ
ゐ
る
は
、
敵
に
て
は
あ
ら
ざ
る
か
。

彦
助　

お
ゝ
、
あ
れ
ぞ
敵
の
丈
五
郎
、

勘
右　

女
一
人
で
心
も
と
な
い
、
助
太
刀
致
し
や
れ
。

彦
助　

心
得
ま
し
た
。（
中
略
）

勘
右　

ほ
ゝ
お
、
出
来
た
〳
〵
、
猶
予
致
さ
ず
、
と
ゞ
め
〳
〵
。

お
竹
／
梅
之　

親
の
敵
、

彦
助　

お
主
の
仇
、

お
竹　

天
命
思
ひ
、

三
人　

知
つ
た
る
か
。（
ト
止
め
を
さ
す
。）
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勘
右　

只
今
こ
れ
な
る
彦
助
殿
よ
り
、
敵
の
様
子
は
具
に
聞
く
、
我
よ
り
上
へ
言
上
な
せ
ば
、
後
に
は
決
し
て
お
祟
り
な
き
ぞ
。

三
人　

え
ゝ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
る
。

勘
右　

か
ゝ
る
忠
孝
全
き
も
の
召
抱
へ
し
は
家
の
規
模
、
末
世
末
代
世
の
鏡
。（
中
略
）

ト
お
竹
よ
き
所
に
立
つ
と
此
の
後
よ
り
灯
入
の
日
の
出
を
出
し
、
光
明
の
さ
す
を
お
竹
よ
り
光
り
の
さ
す
様
に
見
え
る
仕
掛
け
。

梅
之　

敵
を
討
ち
し
も
、

勘
右　

天
の
恵
み
、
）
28
（

以
上
は
、
お
竹
が
彦
助
（
父
の
忠
臣
）、
梅
之
助
（
お
竹
の
甥
）
と
力
を
合
わ
せ
、
父
の
敵
討
ち
に
成
功
す
る
場
面
に
な
る
が
、
こ
こ

で
「
援
助
者
」
に
分
類
し
た
坂
間
勘
右
衛
門
が
登
場
す
る
の
は
一
見
異
質
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
波
線
部
を
み
る
と
、
勘
右
衛

門
は
積
極
的
に
お
竹
の
敵
討
ち
に
力
添
え
を
し
て
お
り
、
し
か
も
お
竹
を
孝
女
の
亀
鑑
と
し
て
激
賛
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
勘
右
衛
門
は

お
竹
の
敵
討
ち
に
正
当
性
を
付
与
す
る
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
点
線
部
の
通
り
、
お
竹
を
崇
め
ら
れ
る

べ
き
存
在
と
し
て
表
現
す
る
演
出
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
富
士
額
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

左
〔
御
家
直
〕
う
ぬ
、
切
り
や
ア
が
つ
た
な
。

菊
〔 

お
繁
〕
父
の
無
念
を
晴
さ
に
や
お
か
ぬ
。（
思
入
立
廻
り
に
成
り
、
立
身
に
て
左
団
次
の
脇
腹
へ
突
込
ム
、
左
団
次
苦
し
む
、

菊
五
郎
白
刃
を
抜
く
、
左
団
次
ば
つ
た
り
倒
れ
る
、
菊
五
郎
乗
掛
り
、）
天
命
思
ひ
知
つ
た
る
か
。

ト
と
ゞ
め
を
刺
す
、
ば
た
〳
〵
成
り
上
手
よ
り
芝
翫
二
ヵ
幕
目
子
団
次
二
ヶ
役
別
当
に
て
出
来
り
、

芝
〔
惣
助
〕
コ
リ
ヤ
お
繁
、
能
ぞ
親
の
敵
を
討
つ
た
。
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子
〔
小
助
〕
お
出
か
し
被
成
ま
し
た
な
。（
中
略
）

菊　

是
に
て
思
ひ
置
事
な
け
ら
バ
。
／
ト
短
刀
を
取
直
し
、
死
ふ
と
す
る
を
子
団
次
留
る
。

芝　

ヤ
レ
早
ま
る
な
、
コ
レ
お
し
げ
。

子　

何
ゆ
へ
死
ふ
と
被
成
る
の
だ
。（
中
略
）

菊　

親
を
害
せ
し
者
な
れ
ど
、
敵
討
は
天
下
の
法
度
、
そ
れ
を
犯
せ
し
我
身
の
上
、
先
非
を
悔
て
自
殺
致
せ
ば
必
ず
留
て
下
さ
る
な
。

ト
覚
期
の
思
入
、
芝
翫
も
思
入
有
つ
て
、

芝　

左
程
覚
期
を
極
め
た
ら
此
趣
き
を
自
訴
な
し
て
、
お
上
の
御
所
置
を
受
る
が
條
理
。

子　

惣
助
さ
ま
の
お
詞
に
附
く
の
が
何
よ
り
上
分
別
。

菊　

成
程
伯
父
が
意
見
の
如
く
罪
を
犯
せ
し
此
身
ゆ
へ
、
上
の
御
所
置
を
受
る
が
道
）
29
（

。

ひ
と
ま
ず
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
述
べ
る
と
「
天
命
思
ひ
知
つ
た
る
か
」
と
い
う
敵
討
ち
の
決
め
台
詞
と
思
し
き
文
句
が
見
ら
れ

て
お
り
、
波
線
部
で
は
「
孝
女
お
竹
」
と
同
様
、
敵
討
ち
を
し
た
娘
を
孝
女
と
し
て
褒
め
称
え
る
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
と

こ
ろ
が
、
勘
右
衛
門
の
役
に
あ
た
る
正
道
が
直
接
登
場
せ
ず
、
主
人
公
を
目
立
た
せ
る
舞
台
演
出
が
見
当
た
ら
な
い
な
ど
の
相
違
点
が
み

ら
れ
る
。
さ
ら
に
点
線
部
で
示
し
た
通
り
、
お
繁
は
敵
討
ち
を
成
し
遂
げ
る
や
否
や
自
害
を
決
心
す
る
が
、
惣
助
と
小
助
が
引
き
止
め
る

た
め
、
結
局
自
首
す
る
こ
と
に
方
向
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
お
繁
が
敵
討
ち
を
「
天
下
の
法
度
」「
罪
」
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

は
「
孝
女
お
竹
」
と
の
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
要
因
と
し
て
、
明
治
六
年
二
月
太
政
官
布
告
に
出
さ
れ
た
復
讐
禁
止
の
令
（「
復
讐
ヲ
嚴
禁
ス
」）
が
想
定

で
き
る
。
こ
の
条
例
は
明
治
政
府
が
主
君
や
親
兄
弟
を
殺
し
た
者
へ
の
個
人
的
復
讐
を
固
く
禁
じ
た
も
の
で
あ
り
、
公
権
が
懲
罰
の
役
割
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を
代
行
し
、
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
明
治
五
年
二
月
、
黙
阿
弥
を
含
め
た
猿
若
町
三
座
の
太
夫
元
は
政
府
か
ら
貴
人
、

外
国
人
及
び
親
子
が
と
も
に
観
る
に
値
す
る
功
利
的
演
劇
を
提
供
す
る
よ
う
に
説
諭
を
受
け
て
お
り
）
30
（

、
そ
れ
以
後
政
府
の
方
針
に
注
意
を

払
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
際
、
復
讐
禁
止
の
令
の
布
告
が
散
切
物
の
作
風
に
変
化
を
齎
し
た
と
い
う
神
山
彰
の
指
摘
通
り
）
31
（

、
こ

の
条
例
が
黙
阿
弥
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
明
治
十
年
四
月
の
興
行
は
必
ず
成

功
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
新
富
座
の
存
続
に
関
わ
る
一
大
事
で
あ
り
、
大
入
り
が
保
証
で
き
る
敵
討
ち
話
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
敵
討
ち
が
禁
止
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
同
時
に
明
治
政
府
に
よ
る
一
連
の
孝
行
奨
励
政
策
も
施
行
さ
れ
て
い
た
の

で
）
32
（

、
孝
女
の
敵
討
ち

0

0

0

0

0

0

と
い
う
と
こ
ろ
で
許
容
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
父
親
の
敵
討
ち
の
後
、
お
竹
に
ひ
き
か
え
お
繁
が
自
首
を
決
心
し
た
こ
と
は
復
讐
禁
止
の
令
が
出
さ
れ

て
い
た
当
時
の
社
会
背
景
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
明
治
の
知
識
人
と
思
し
き
正
道
が
お
繁
の
敵
討
ち
に
味
方
す
る
こ
と

は
な
く
、
当
然
お
繁
を
賛
美
す
る
演
出
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
相
違
点
の
ほ
か
、
お
繁
の
男
装
女
性
の
設
定
を
利
用
し
た

筋
立
て
（
お
芳
が
女
性
で
あ
る
お
繁
に
恋
慕
を
抱
く
滑
稽
な
場
面
演
出
）
が
使
用
さ
れ
、
盗
ん
だ
金
銭
が
原
因
に
な
り
父
親
を
死
に
至
ら

せ
る
と
い
っ
た
黙
阿
弥
の
因
果
観
（
白
浪
物
の
特
徴
で
あ
る
因
果
応
報
の
手
法
）
33
（

）
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
「
孝
女
お
竹
」
と
離
れ
た
「
富
士

額
」
な
ら
で
は
の
創
作
に
あ
た
る
。
と
は
い
え
、
江
戸
後
期
の
世
話
物
か
ら
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
黙
阿
弥
が
意
図
し
た
お
繁
の

人
物
造
形
は
〈
男
装
し
た
女
書
生
〉
で
は
な
く
、
勇
敢
に
敵
討
ち
を
成
し
遂
げ
る
〈
烈
女
お
し
げ
〉
に
あ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
、「
富
士
額
」
の
再
演
時
に
書
か
れ
た
戸
板
康
二
の
劇
評
は
非
常
に
興
味
深
い
。

「
富
士
額
筑マ

マ波
繁
山
」
と
い
ふ
外
題
は
、
黙
阿
弥
の
作
品
中
で
も
水
際
立
つ
た
傑
作
の
ひ
と
つ
。
こ
の
外
題
か
ら
し
て
、
や
は
り
、
男

装
の
女
と
い
ふ
新
聞
の
「
雑
報
奇
談
」
は
つ
け
た
り
で
、
元
来
、
向
島
の
「
夕
立
碑
」
の
方
に
、
作
者
の
関
心
は
偏
つ
て
ゐ
た
や
う
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に
思
は
れ
る
）
34
（

。

こ
の
再
演
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
一
月
新
橋
演
舞
場
で
行
わ
れ
て
お
り
、
初
演
か
ら
お
よ
そ
八
十
年
近
く
の
開
き
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
板
は
「
男
装
の
女
」「
新
聞
の
雑
報
奇
談
」
と
は
建
前
で
あ
り
、
隅
田
川
向
島
を
背
景
に
「
烈
女
お
し
げ
」
の
敵

討
ち
話
を
描
こ
う
と
し
た
黙
阿
弥
の
本
音
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、「
隅
田
川
容
写
」
の
意
味
―
「
桜
姫
東
文
章
」
と
の
関
わ
り
―

カ
タ
リ
に
記
さ
れ
た
「
隅
田
川
容
写
」
の
語
句
は
、「
烈
女
お
し
げ
」
と
と
も
に
黙
阿
弥
の
創
作
意
図
を
考
え
る
も
う
一
つ
の
重
要
な

手
掛
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
名
題
の
真
上
に
横
（
右
か
ら
左
）
に
書
か
れ
て
い
る
が
（【
図
1
】
参
照
）、
こ
の
よ
う
な
部
分
を
と
り
わ

け
「
帯
」
と
称
す
る
。
辻
番
付
の
カ
タ
リ
に
は
梗
概
と
登
場
人
物
を
紹
介
す
る
狭
義
の
カ
タ
リ
（
仮
名
交
り
文
）
以
外
に
も
太
文
字
で
書

か
れ
た
「
据
物
」（
漢
文
）
が
存
在
し
て
お
り
、
横
書
き
の
場
合
は
「
帯
」、
縦
書
き
の
場
合
は
「
置
物
」「
す
へ
も
の
」
な
ど
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
は
辻
番
付
を
見
る
時
、
大
名
題
の
次
に
目
に
入
る
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
、
①
特
定
の
「
世
界
」
を
表
す
か
、
も
し
く
は
②

作
品
の
題
材
や
事
件
を
示
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
）
35
（

。
な
お
「
隅
田
川
容
写
」
は
「
富
士
額
」
の
カ
タ
リ
の
中
「
据
物
」
に
該
当
す
る
唯

一
の
部
分
で
あ
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
上
記
の
「
据
物
」
の
役
割
に
基
づ
き
「
隅
田
川
容
写
」
の
具
体
的
な
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、

①
隅
田
川
物
の
「
世
界
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
、
②
隅
田
川
を
背
景
に
描
写
さ
れ
る
作
品
中
の
情
景
や
事
件
を
象
徴
し

て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
で
は
①
か
ら
検
討
し
て
み
る
。

隅
田
川
物
と
は
謡
曲
「
隅
田
川
」
の
梅
若
伝
説
を
主
題
と
す
る
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
作
品
群
で
あ
り
、
黙
阿
弥
も
幾
つ
か
の
隅
田
川
物
を
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創
作
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
出
世
作
の
「
都

み
や
こ
ど
り
な
が
れ
の
し
ら
な
み

鳥
廓
白
浪
」
や
清
玄
桜
姫
の
伝
説
を
踏
ま
え
た
「
網あ

み
も
よ
う
と
う
ろ
の

模
様
灯
籠
菊き

く
き
り桐

」「
江え

ど
ざ
く
ら
き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん

戸
桜
清
水
清
玄
」

な
ど
が
名
高
い
。
世
話
物
に
限
ら
ず
舞
踊
劇
「
梅う

め
さ
く
ら

花
王
戯か

ぶ
き
の
ば
ん
ぐ
み

場
番
組
」
を
書
き
下
ろ
す
な
ど
）
36
（

、
隅
田
川
物
に
関
わ
る
題
材
を
好
ん
で
使
用
し

て
い
た
。
し
か
し
、
上
記
の
作
品
に
比
べ
る
と
「
富
士
額
」
は
隅
田
川
物
と
の
関
連
性
が
皆
無
で
あ
り
）
37
（

、
せ
め
て
大
詰
の
敵
討
ち
の
舞
台

が
隅
田
川
向
島
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
隅
田
川
容
写
」
が
「
富
士
額
」
に
お
け
る
隅
田
川
物
「
世
界
」
の
使
用
を
意

味
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
す
る
と
②
の
仮
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
富
士
額
」
と
南
北
の
「
桜
姫
東
文
章
」（
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉
三
月
河
原
崎
座
初
演
、以
下
「
桜
姫
」

と
略
す
）
と
の
関
連
を
論
じ
た
先
行
研
究
で
あ
る
。「
桜
姫
」
は
隅
田
川
物
の
典
型
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
清
玄
桜
姫
の
伝
説
を
添
え
た
作

品
で
あ
り
、
吉
田
家
の
息
女
桜
姫
が
父
と
兄
の
敵
で
あ
る
権
助
に
復
讐
す
る
内
容
で
あ
る
。
今
尾
哲
也
は
黙
阿
弥
が
お
繁
を
造
形
す
る
際
、

「
桜
姫
」
の
桜
姫
か
ら
着
想
を
得
た
と
推
測
し
、
主
人
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
展
開
に
お
け
る
類
似
性
を
そ
の
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
）
38
（

。
要

す
る
に
、
桜
姫
と
お
繁
が
相
反
す
る
階
層
の
言
葉
を
混
ぜ
る
独
特
な
言
い
方
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
父
親
を
殺
し
た
犯
人
を
知

ら
さ
れ
、
敵
討
ち
を
遂
げ
る
展
開
が
一
致
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
尾
は
お
繁
に
桜
姫
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

黙
阿
弥
が
お
繁
を
「
悪
婆
）
39
（

」
に
仕
上
げ
よ
う
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
二
人
と
も
階
層
の
異
な
る
「
チ
ャ
ン
ポ
ン
な
言
葉
」
を
使
い
、
敵

討
ち
を
敢
行
す
る
点
に
お
い
て
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
お
繁
を
「
悪
婆
」
に
造
形
す
る
た
め

で
あ
っ
た
の
か
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
両
作
の
関
連
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
人
物
造
形
よ
り
敵
討
ち
場
面
の

全
般
に
お
け
る
類
似
性
を
検
討
し
た
い
。
実
際
両
作
の
敵
討
ち
に
ま
で
至
る
経
緯
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
様
々
な
場
面
で
共
通
す
る
要

素
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
共
通
点
を
三
点
取
り
上
げ
る
。

第
一
に
、
隅
田
川
付
近
と
い
う
舞
台
背
景
と
周
辺
が
催
し
で
賑
や
か
で
あ
る
状
況
設
定
が
一
致
し
て
い
る
。「
桜
姫
」
の
敵
討
ち
場
面

か
ら
み
る
と
、
敵
討
ち
が
実
行
さ
れ
た
場
所
は
隅
田
川
の
「
山
の
宿
河
岸
通
り
」
で
あ
り
、
こ
の
日
は
「
三
社
権
現
祭
礼
」
の
日
で
あ
っ
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た
。
山
の
宿
は
江
戸
浅
草
聖
天
町
の
南
、
花
川
戸
に
つ
づ
く
一
帯
の
地
名
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
隅
田
川
の
渡
し
の
一
つ
で
あ
る
山
の

宿
の
渡
し
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
三
社
祭
と
は
現
在
東
京
都
台
東
区
に
あ
る
浅
草
神
社
（
旧
称
三
社
明
神
社
）
で
行
わ
れ
る
祭
礼

で
あ
り
、
明
治
以
前
は
旧
暦
の
三
月
十
七
日
・
十
八
日
に
行
わ
れ
た
と
い
う
）
40
（

。「
桜
姫
」
の
初
演
が
三
月
興
行
で
あ
っ
た
ゆ
え
、
そ
の
季

節
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
引
き
続
き
「
富
士
額
」
の
敵
討
ち
場
面
を
確
認
す
る
と
、
前
述
の
通
り
敵
討
ち
の
舞
台
は
隅
田
川
の
向
島

土
手
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
時
は
庚
申
の
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
手
切
の
後
、
旅
に
出
た
お
繁
と
御
家
直
は
庚
申
待
の
講
中
に
出
く
わ

す
。
庚
申
の
日
に
は
庚
申
講
が
組
織
さ
れ
た
と
い
わ
れ
）
41
（

、
作
品
に
登
場
す
る
両
国
講
中
も
そ
の
類
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

両
作
の
敵
討
ち
場
面
を
比
較
す
る
と
、
舞
台
背
景
や
状
況
設
定
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
歌
舞
伎
で
隅
田
川
を
舞
台
背
景
と
す

る
こ
と
は
希
で
は
な
い
が
、
状
況
設
定
が
そ
れ
ぞ
れ
三
社
祭
、
庚
申
の
日
と
い
う
大
勢
の
集
ま
る
祭
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
偶
然
と
は

言
い
が
た
い
。
こ
れ
は
次
の
第
二
の
共
通
点
に
関
わ
っ
て
お
り
、
敵
役
を
酔
わ
せ
る
た
め
の
布
石
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
敵
討
ち
に
至
る
ま
で
の
運
び
に
類
似
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
両
作
の
敵
役
（
権
助
／
御
家
直
）
は
或
る
事
情
で
泥
酔
状
態
に

な
り
、
主
人
公
（
桜
姫
／
お
繁
）
に
敵
討
ち
を
さ
れ
る
と
い
う
展
開
に
な
る
の
で
あ
る
。「
桜
姫
」
の
場
合
、
権
助
は
三
太
と
い
う
隣
人

の
誘
い
で
町
内
の
寄
合
い
に
参
加
す
る
。
そ
の
後
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
帰
宅
し
た
権
助
は
袂
か
ら
密
書
を
落
し
、
桜
姫
に
正
体
が
露
顕
す
る
。

権
助
が
父
と
弟
の
敵
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
桜
姫
は
、権
助
と
の
間
に
産
ま
れ
た
我
が
子
の
命
を
奪
い
、権
助
ま
で
殺
し
て
し
ま
う
。「
富

士
額
」
の
場
合
、
御
家
直
は
通
り
過
ぎ
て
い
た
両
国
講
中
の
七
兵
衛
に
誘
わ
れ
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
り
、
結
局
、
泥
酔
状
態
で
お
繁
に
敵

討
ち
を
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
偶
然
な
機
会
で
酒
を
飲
み
、
そ
の
あ
と
復
讐
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
権
助
と
御
家
直
の
死
に
方
は
類
似
し

て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
に
、
敵
役
は
主
人
公
の
父
親
（
吉
田
少
将
／
妻
木
右
膳
）
を
殺
害
す
る
と
き
小
指
を
喰
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
犯
人
と
判
明
す

る
証
拠
に
な
る
。「
桜
姫
」
の
権
助
は
吉
田
家
の
家
宝
で
あ
る
都
鳥
の
一
巻
を
盗
み
、
桜
姫
の
父
と
弟
を
惨
殺
す
る
が
、
桜
姫
の
父
を
殺
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す
過
程
で
小
指
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
権
助
は
桜
姫
の
追
及
に
都
鳥
の
一
巻
を
持
っ
て
い
る
経
緯
を
語
り
、
盗
み
の
最
中
、
小
指

を
喰
わ
れ
た
こ
と
を
自
慢
げ
に
話
す
。
一
方
、
御
家
直
は
自
ら
白
状
こ
そ
し
な
い
が
、
な
く
な
っ
た
小
指
が
犯
行
の
証
拠
に
な
る
。
敵
討

ち
の
寸
前
の
場
面
で
、
お
繁
は
御
家
直
の
小
指
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
不
思
議
に
思
う
が
、
御
家
直
は
「
こ
り
や
あ
此
間
こ
し
ら

へ
附
け
ね
え
、
し
や
も
を
こ
し
ら
へ
た
其
時
に
、
は
ず
み
で
小
指
を
一
本
切
つ
た
」
と
と
ぼ
け
る
。
し
か
し
、
次
の
場
面
で
お
繁
は
父
が

殺
害
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
死
骸
の
口
か
ら
犯
人
の
小
指
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
御
家
直
が
父
の
敵
で
あ
る
確
証
を
得
る
の

で
あ
る
。

以
上
に
示
し
た
三
点
の
類
似
性
（
①
舞
台
背
景
と
状
況
設
定
、
②
敵
討
ち
に
至
る
経
緯
、
③
敵
役
の
小
指
が
喰
わ
れ
る
こ
と
）
に
鑑
み

る
と
、
黙
阿
弥
が
「
富
士
額
」
の
敵
討
ち
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
南
北
の
「
桜
姫
」
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
こ
れ
を
「
隅
田
川
容
写
」
の
語
句
に
関
連
付
け
る
と
、「
富
士
額
」
の
敵
討
ち
場
面
に
「
桜
姫
」
を
援
用
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と

い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
黙
阿
弥
は
南
北
の
作
品
を
借
用
し
た
に
止
ま
ら
ず
、
得
意
で
あ
る
浄
瑠
璃
を
加
え
、
叙
情
性
に
富
ん
だ
場
面
に

仕
上
げ
て
い
る
。
四
幕
目
隅
田
川
道
行
の
場
の
冒
頭
で
流
れ
る
浄
瑠
璃
「
夕

ゆ
う
だ
ち
づ
か
は
る
の
い
な
づ
ま

立
碑
春
雷
」
は
、
舞
台
背
景
に
な
っ
て
い
る
隅
田
川
の
物
寂

し
い
情
景
を
詠
ず
る
（「
〽
卯
月
と
は
い
へ
ど
桜
も
莟
勝
ち
、
川
風
寒
き
隅
田
堤
、
筑
波
お
ろ
し
に
花
よ
り
も
、
更
け
て
往
来
の
人
散
り
て
、

空
に
残
り
し
朧
月
」）
と
と
も
に
、
以
下
の
ク
ド
キ
で
情
緒
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

〽 

香
水
の
薫
り
ゆ
か
し
き
鬢
の
毛
を
か
き
上
し
ま
ゝ
横
櫛
に
、
さ
す
や
窓
も
る
月
の
影
、
ど
れ
が
女
か
男
や
ら
、
わ
か
ぬ
姿
の
梅

柳
、
憎
イ
中
で
ハ
な
い
か
い
な
。（
中
略
）

左　

 

今
の
端
唄
ハ
誰
の
作
だ
か
、
ご
う
ぎ
に
書
生
を
当
こ
ん
だ
な
○
香
水
の
薫
り
床
し
き
鬢
の
毛
を
か
き
上
し
ま
ゝ
横
櫛
に
さ
す
や

窓
も
る
月
の
影
○
忘
れ
も
し
ね
へ
熊
谷
で
、
湯
か
ら
上
つ
た
其
時
に
毛
を
か
き
あ
げ
て
其
侭
に
鬢
へ
さ
し
た
横
櫛
に
や
ア
、
そ
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つ
と
す
る
程
惚
こ
ん
だ
、
と
う
〳
〵
思
ひ
ハ
晴
し
た
が
、
今
の
端
唄
て
思
ひ
出
し
、
何
だ
か
お
か
し
な
気
に
な
つ
た
。

菊　

月
日
の
た
つ
ハ
早
イ
も
の
、
き
の
ふ
け
ふ
の
や
う
だ
つ
た
が
、
算
へ
て
見
れ
バ
三
月
跡
。

〽 

ま
だ
其
時
ハ
如
月
に
、
山
家
ハ
雪
も
ふ
る
さ
と
の
、
便
り
に
急
ぐ
旅
の
空
、
思
わ
ぬ
人
に
相
宿
の
、
人
目
忍
ひ
し
風
呂
上
り
、

ツ
イ
ほ
こ
ろ
び
し
梅
な
ら
で
、
包
ム
素
性
を
香
に
知
ら
れ
、
中
を
へ
だ
て
し
垣
越
て
、
結
び
し
夢
の
草
枕
。（
後
略
）

門
出
し
て
隅
田
川
の
土
手
に
い
る
お
繁
と
御
家
直
は
、
偶
然
周
り
か
ら
聞
こ
え
る
義
太
夫
の
端
唄
に
よ
り
、
三
ヶ
月
前
伊
香
保
の
宿
場

で
起
き
た
出
来
事
を
思
い
出
す
。
こ
の
場
面
で
は
、
菊
五
郎
の
お
繁
と
左
団
次
の
御
家
直
の
繊
細
な
心
理
描
写
や
余
所
事
浄
瑠
璃
）
42
（

の
趣
向

が
見
所
に
な
っ
て
い
る
。
序
幕
で
「
違
式
の
罪
」
を
盾
に
お
繁
と
強
引
に
一
夜
を
過
ご
し
た
御
家
直
は
、
と
う
と
う
別
品
の
女
性
を
手
に

入
れ
た
喜
び
に
浸
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
お
繁
は
屈
辱
的
な
手
込
め
の
記
憶
と
父
の
横
死
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
二
人
の
相
反
す
る
感
情
の
交
差
が
余
所
事
浄
瑠
璃
の
手
法
を
通
し
、
演
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
繁
は
敵
討
ち
の
目
的
で
御
家
直
に
連
れ
立
っ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
い
う
と
二
人
は
恋
人
関
係
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
物
語
の
展
開
と
は
別
に
濡
れ
場
的
要
素
を
入
れ
て
い
る
の
は
歌
舞
伎
の
美
的
世
界
を
表
出
す
る
側
面
が
大
き
い
と
考
え
る
。
お
繁
の

敵
討
ち
の
旅
程
を
「
道
行
」
に
見
立
て
る
こ
と
や
、
豊
富
な
音
楽
的
装
置
を
使
用
し
た
こ
と
も
、
同
じ
く
叙
情
性
を
引
き
立
て
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
上
記
の
如
く
、
黙
阿
弥
は
「
富
士
額
」
の
敵
討
ち
を
描
く
際
、
南
北
の
趣
向
を
利
用
し
つ
つ
、
自
ら
浄
瑠
璃
を
工
夫
す
る

こ
と
で
感
傷
的
な
雰
囲
気
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。そ
し
て
そ
の
情
緒
豊
か
な
敵
討
ち
が
隅
田
川
の
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を「
隅

田
川
容
写
」
と
い
う
含
蓄
的
表
現
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
カ
タ
リ
の
「
隅
田
川
容
写
」
に
対
す
る
意
味
を
大
き
く
二
つ
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
隅
田
川
物

に
属
す
る
「
桜
姫
」
の
利
用
を
仄
め
か
す
効
果
で
あ
る
。「
桜
姫
」
の
援
用
を
誇
示
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
定
番
の
作
品
で
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あ
る
隅
田
川
物
を
利
用
し
た
こ
と
へ
の
暗
示
が
一
つ
の
呼
び
物
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
お
繁
の
敵
討
ち
が
披

露
さ
れ
る
舞
台
（
隅
田
川
）
の
情
景
描
写
で
あ
る
。
つ
ま
り
作
品
世
界
を
洗
練
さ
れ
た
語
句
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
隅
田
川
容
写
」
に
込
め
ら
れ
た
二
つ
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
伝
・
修
辞
と
い
う
カ
タ
リ
の
本
来
の
機
能
を
具
現
し
て
い
る
。
芝
居
を

観
る
前
に
、
観
客
が
カ
タ
リ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
情
報
を
察
知
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
作
者
側
は
作
品
に
お
け
る
創
作

意
図
を
示
す
有
用
な
媒
体
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
み
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
初
演
時
の
辻
番
付
の
カ
タ
リ
を
手
掛
か
り
に
し
、「
富
士
額
」
か
ら
み
え
る
先
行
作
品
の
活
用
と
作
者
独
自
の
改
変
点
を
取

り
上
げ
る
こ
と
で
、本
作
に
お
け
る
黙
阿
弥
の
作
劇
法
を
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、「
富
士
額
」
は
新
聞
種
か
ら
取
り
入
れ
た
〈
男
装
女
性
〉

の
〈
書
生
〉
の
登
場
が
強
調
さ
れ
、
お
繁
を
新
時
代
の
代
弁
者
と
し
て
捉
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
い
て

い
え
ば
、
黙
阿
弥
が
最
初
か
ら
意
図
し
た
人
物
造
形
は
、
敵
討
ち
を
成
し
遂
げ
る
〈
孝
女
〉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
お
繁

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
孝
女
お
竹
」
の
お
竹
と
「
桜
姫
」
の
桜
姫
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
歌
舞
伎
の
延
長
線
上
で
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
解
の
幅
が
広
が
る
散
切
物
が
幾
つ
か
存
在
す
る
。
没
落
士
族
の

話
を
描
い
た
「
霜し

も
よ
の
か
ね
じ
ゅ
う
じ
の
つ
じ
う
ら

夜
鐘
十
字
辻
筮
」（
明
治
十
三
年
〈
一
八
八
〇
〉
六
月
新
富
座
初
演
）
や
、
元
盗
賊
で
あ
っ
た
義
兄
弟
の
改
心
話
で
あ

る
「
島

し
ま
ち
ど
り
つ
き
の
し
ら
な
み

鵆
月
白
浪
」（
明
治
十
四
年
十
一
月
新
富
座
初
演
）
の
場
合
、
幕
末
期
白
浪
物
で
頻
繁
に
使
わ
れ
た
因
果
応
報
の
思
想
が
作
品
の

基
底
に
流
れ
て
お
り
、
同
じ
く
没
落
士
族
が
登
場
す
る
「
水す

い

天て
ん
ぐ
う宮

利め
ぐ
み
の生

深ふ
か
が
わ川

」（
明
治
十
八
年
二
月
千
歳
座
初
演
）
に
は
余
所
事
浄
瑠
璃

の
趣
向
や
平
知
盛
の
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
浜
町
河
岸
箱
屋
殺
し
の
実
説
を
劇
化
し
た
「
月

つ
き
と
う
め
か
お
る
お
ぼ
ろ
よ

梅
薫
朧
夜
」（
明
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治
二
十
一
年
四
月
中
村
座
初
演
）
で
は
主
人
公
に
妲
妃
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、「
悪
婆
」
と
し
て
造
形
す
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
散
切
物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
明
治
の
新
し
い
風
物
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
文
明
開
化
を
象
徴
す
る
物
事
が
散
切

物
た
ら
し
め
る
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
議
論
の
余
地
が
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
裏
面
に
は
江
戸
歌
舞
伎
か
ら
の
積
み
重
ね
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
散
切
物
が
明
治
の
観
客
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
事
実
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

散
切
物
に
み
え
る
江
戸
歌
舞
伎
の
要
素
は
、
作
者
と
観
客
に
と
っ
て
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
に
共
有
し
て
い
た
一
種
の
予
備
知
識
と
し
て
機

能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

伊
原
敏
郎『
明
治
演
劇
史
』鳳
出
版
、
一
九
七
五
年（
初
版
は
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
）。

（
2
） 

小
笠
原
幹
夫「
末
期
ざ
ん
ぎ
り
狂
言
考
―
単
行
小
説
の
劇
化
を
中
心
に
―
」『
演
劇
学
』（
26
）、
一
九
八
五
年
三
月
。

（
3
） 

小
櫃
万
津
男『
日
本
新
劇
理
念
史
：
明
治
前
期
編
』白
水
社
、
一
九
八
八
年
。

（
4
） 

神
山
彰『
近
代
演
劇
の
来
歴
―
歌
舞
伎
の「
一
身
二
生
」』森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
5
） 

田
村
成
義『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記　

乾
巻
』市
村
座
、
一
九
二
二
年
、
一
九
四
頁
。

（
6
） 

神
山
彰
、
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。

（
7
） 

今
尾
哲
也「
二
世
河
竹
新
七
作「
富
士
額
男
女
繁
山
」を
読
む
」『
歌
舞
伎
：
研
究
と
批
評
』（
45
）、
二
〇
一
〇
年
九
月
。

（
8
） 

黙
阿
弥
と
魯
文
と
の
交
友
の
始
ま
り
は
文
久
年
間
、
三
題
噺
の
再
興
と
と
も
に
結
成
さ
れ
た「
粋
狂
連
」で
あ
る
。
三
題
噺
の
流
行
は
文
久
か

ら
慶
応
に
か
け
て
、
た
っ
た
三
、
四
年
に
止
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
も
「
絵
合
せ
」「
遊
食
会
」
な
ど
の
文
芸
活
動
集
団
が
次
々
と
作
ら
れ
、
戯

作
者
・
狂
言
作
者
・
落
語
家
と
い
っ
た
通
人
連
中
の
間
で
広
範
囲
の
人
的
交
流
が
行
わ
れ
た（
河
竹
繁
俊
校
訂『
黙
阿
弥
全
集
』首
巻
、
春
陽
堂
、

一
九
二
五
年
、
一
四
五
〜
一
四
九
頁
）。
幕
末
に
黙
阿
弥
と
魯
文
の
間
に
親
密
な
交
際
が
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、「
粋
狂
連
」
か
ら
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始
ま
り
、
各
種
の
連
中
活
動
を
通
じ
た
交
友
関
係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
9
） 

伊
原
敏
郎『
歌
舞
伎
年
表　

第
七
巻
』岩
波
書
店
、
一
九
五
六
〜
一
九
六
三
年
、
二
八
一
頁
。
た
だ
し
、
伊
原
が
何
を
典
拠
に
し
て
記
し
た
の

か
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
） 
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編『
没
後
百
年
河
竹
黙
阿
弥
：
人
と
作
品
』（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）の「
書
簡
」231

の
画
像
参

照
。
解
説
に
「
民
権
思
想
家
戸
田
鉄
研
が
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
の
事
績
を
浄
瑠
璃
入
り
の
台
本
に
翻
訳
し
た
の
で
、
黙
阿
弥
に
校
閲
を
願
い

た
い
旨
、
仮
名
垣
魯
文
が
仲
介
の
労
を
と
っ
て
面
会
を
申
し
入
れ
」た
書
簡
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

前
掲
書
の「
書
簡
」230

の
画
像
参
照
。
解
説
に「
明
治
十
五
年
六
月
の
猿
若
座
興
行
に
四
代
目
嵐
璃
寛
を
加
え
て
ほ
し
い
と
魯
文
か
ら
頼
ま
れ

て
の
返
事
」と
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 

土
屋
礼
子
編
集『
復
刻 
仮
名
読
新
聞
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
二
年
）の
解
説
よ
り
。
な
お『
仮
名
読
新
聞
』に
関
す
る
情
報
や
記
事
引
用
の
全
て

は
上
記
の
本
に
よ
る
。

（
13
） 『
仮
名
読
新
聞
』は「
横
浜
毎
日
新
聞
会
社
が
総
仮
名
を
つ
け
た
庶
民
向
け
の
新
聞
」で
あ
り
、「
知
識
人
を
対
象
に
し
た
大
新
聞
で
は
漢
文
書
き

下
し
が
主
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
小
新
聞
は
漢
文
漢
語
の
教
養
の
な
い
人
々
に
も
わ
か
る
庶
民
の
日
常
の
話
し
こ
と
ば
、
即
ち『
俗
談
平
話
』

と
呼
ば
れ
た
文
体
で
書
か
れ
た
」。「
滑
稽
洒
落
な
文
章
」
で
読
者
の
「
遊
興
へ
の
感マ
マ心

を
満
た
す
」こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
い
ち
早

く
続
き
物（
新
聞
小
説
の
源
流
）を
売
り
物
に
す
る
な
ど
、
事
件
の
報
道
よ
り
興
味
本
位
の
読
み
物
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
う（
注

12
の
解
説
よ
り
）。

（
14
） 

注
5
、
一
九
四
〜
一
九
五
頁
。

（
15
） 『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』に「
二
番
目（「
東
京
日
新
聞
」）は
東
京
日
々
新
聞
と
題
し
た
る
書
き
物
に
て
新
聞
も
の
を
舞
台
に
か
け
た
る
は
是
れ

が
嚆
矢
な
る
べ
し
。
作
者
河
竹
新
七
の
友
人
、
條
野
伝
平
、
落
合
芳
幾
な
ど
孰
れ
も
同
社
に
在
つ
て
執
筆
な
し
居
り
し
故
、
新
聞
の
た
め
、

芝
居
の
た
め
、
所
謂
広
告
的
に
演
じ
た
る
も
の
な
ら
ん
」と
さ
れ
て
い
る（
注
5
、
一
四
八
頁
）。

（
16
） 「
第
二
番
目（「
孝
子
善
吉
」）は
新
聞
の
小
学
雑
誌
の
美
談
を
ば
劇
場〈
か
ぶ
き
〉に
新
茶
の
一
夕
話
結
ぶ
縁
し
も
…
」（『
黙
阿
弥
全
集
』第
十
三

巻
、
春
陽
堂
、
一
九
二
五
年
、「
孝
子
善
吉
」の
カ
タ
リ
よ
り
）。

（
17
） 

河
竹
繁
俊
に
よ
る
と「
孝
子
善
吉
」は「
黙
阿
弥
自
身
が
横
浜
の
懲
役
場
で
実
際
見
聞
き
し
た
材
料
を
も
と
に
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
海
岸
通
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り
の
道
普
請
に
、
大
勢
の
囚
人
が
働
い
て
い
た
。
と
そ
こ
へ
七
つ
ば
か
り
の
女
の
子
が
走
っ
て
き
て
、
人
相
の
悪
い
男
に
す
が
り
つ
き
『
お

父
ち
ゃ
ん
、
早
く
帰
っ
て
お
く
れ
』
と
い
っ
て
泣
き
出
し
た
。
す
る
と
そ
の
男
は
、
さ
も
う
る
さ
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
そ
の
子
を
ふ
り
は

ら
っ
た
。
こ
の
光
景
を
目
撃
し
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
、
こ
の「
孝
子
善
吉
」五
幕
十
二
場
に
な
っ
た
」と
い
う（『
河
竹
黙
阿
弥
』吉
川

弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
一
八
四
頁
）。

（
18
） 
魯
文
主
宰
の『
仮
名
読
新
聞
』か
ら「
富
士
額
」の
題
材
を
採
っ
た
と
明
言
し
た『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』の
記
述
以
来
、
そ
れ
が
定
説
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
が
、現
在
に
至
る
ま
で
元
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に「
孝
子
善
吉
」

の
事
例
以
外
に
も
、「
富
士
額
」の
元
記
事
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は「
富

士
額
」の
上
演
に
関
連
す
る『
仮
名
読
新
聞
』の
ど
の
記
事
に
も「
本
誌
の
記
事
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
」な
ど
の
説
明
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

芝
居
の
途
中
、
新
聞
を
配
る
ほ
ど
広
告
に
熱
意
を
上
げ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
仮
名
読
新
聞
』の
記
事
か
ら
新
富
座
の
新
作
が
創
ら
れ

た
と
い
う
好
都
合
な
事
実
を
宣
伝
の
道
具
に
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
納
得
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
興
行
に
先
ん
じ

て
劇
場
側
で
製
作
す
る
辻
番
付
の
カ
タ
リ
に
、
た
だ
「
今
日
の
新
聞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
具
体
的
な
新
聞
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
点
で
あ
る
。

（
19
） 

加
藤
圭「
江
戸
芝
居
番
付
の「
語
り
」」『
近
世
文
芸
』（
67
）、
一
九
九
八
年
一
月
。

（
20
） 

法
月
敏
彦
は
カ
タ
リ
の
役
割
に
つ
い
て「
宣
伝
文
案
と
し
て
一
般
観
客
に
芝
居
の
内
容
を
伝
達
し
つ
つ
」「
こ
れ
か
ら
作
ら
れ
て
い
く
芝
居
の

内
容
・
枠
取
り
を
限
定
」す
る
と
述
べ
、
カ
タ
リ
の
作
成
が
作
者
の
一
年
行
事
の
中「
世
界
定
め
」「
噺
し
初
め
」と
と
も
に
重
大
な
作
業
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る（
法
月
敏
彦「
歌
舞
伎
番
付
の
カ
タ
リ
」『
論
集
近
世
文
学
2 

歌
舞
伎
』勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
、
一
六
二
〜
一
六
三
頁
）。

こ
れ
に
加
え
て
、
黙
阿
弥
は
カ
タ
リ
の
名
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（『
演
劇
百
科
大
事
典
』「
語
り
」〈
山
本
二
郎
執
筆
〉の
項
よ
り
）。

（
21
） 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
登
録
番
号
イ13-00292-0418

）よ
り
。

（
22
） 

左
振
流
槍
術
の
達
人
で
あ
る
橋
本
次
郎
右
衛
門
は
忠
節
の
武
士
で
あ
っ
た
が
、
浪
人
に
な
り
今
は
病
に
伏
せ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
娘
の
お
竹

は
大
商
人
坂
間
家
へ
女
中
奉
公
を
し
て
い
る
。
或
る
日
、
九
助
は
日
頃
恋
慕
し
て
い
た
お
竹
と
駆
落
ち
す
る
こ
と
を
謀
る
が
、
断
ら
れ
る

と
窃
盗
の
濡
れ
衣
を
着
せ
意
趣
返
し
を
す
る
。
一
方
、
左
振
流
の
伝
書
を
狙
っ
て
い
た
丈
五
郎
は
、
お
竹
の
父
に
貸
金
の
手
形
を
捏
造
し
、

五
十
両
の
返
済
を
催
促
す
る
。
そ
の
上
、
お
竹
の
窃
盗
事
件
ま
で
耳
に
し
た
次
郎
右
衛
門
は
家
宝
を
売
り
、
金
銭
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
。
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家
宝
と
父
親
の
名
誉
を
守
る
た
め
、
お
竹
は
遊
郭
に
身
を
売
る
と
決
意
す
る
。
そ
の
時
、
普
段
お
竹
の
性
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
坂
間
家

の
亭
主
が
百
両
を
工
面
し
て
や
る
。
お
竹
は
こ
れ
で
全
て
元
通
り
に
な
れ
る
と
喜
ぶ
が
、
お
竹
の
父
は
す
で
に
丈
五
郎
に
伝
書
を
奪
わ
れ
、

重
傷
を
負
っ
て
い
た
。
お
竹
の
父
は
最
後
の
遺
言
と
と
も
に
左
振
流
の
極
意
を
言
い
伝
え
、
娘
に
後
を
頼
む
。
そ
の
後
、
お
竹
は
天
王
橋

で
遊
郭
帰
り
の
丈
五
郎
を
斬
り
つ
け
、
敵
討
ち
に
成
功
す
る
。

（
23
） 

黙
阿
弥
は
晩
年
自
作
の
版
権
興
行
権
の
保
護
の
た
め
、「
三
人
吉
三
」「
村
井
長
庵
」「
島
鵆
」な
ど
代
表
作
の
脚
本
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
が『
狂
言

百
種
』で
あ
る
。
し
か
し
第
八
号
を
最
後
に
中
止
に
な
っ
た
。『
狂
言
百
種
』第
八
号（
春
陽
堂
、
明
治
二
十
六
年〈
一
八
九
三
〉）に「
孝
女
お
竹
」

（「
孝
女
仇
討
身
光
於
竹
功
」）
の
二
幕
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
脚
本
楽
譜
条
例
の
公
布
に
よ
っ
て
版
権
登
録
を
行
っ
た
作
品
を
、
黙
阿

弥
が
自
筆
で
目
録
化
し
た『
演
劇
脚
本
楽
譜
版
権
登
録
表
』（
明
治
二
十
四
年
）に
も「
身
光
於
竹
功
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
岩
井
眞
實「
黙
阿

弥
の〈
演
劇
脚
本
〉を
め
ぐ
っ
て
」『
歌
舞
伎
：
研
究
と
批
評
』（
13
）、
一
九
九
四
年
六
月
）。

（
24
） 「
富
士
額
」の
全
て
の
本
文
引
用
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
初
演
時
の
台
本
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
て
適
宜
句
読
点
を
施
し
、
本
文

中
の
片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
た
。
台
詞
頭
書
が
役
者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は〔　

〕に
役
名
を
示
し
た
。
以
下
、
同
。

（
25
） 『
黙
阿
弥
全
集
』第
四
巻
、
七
七
九
頁
。「
孝
女
お
竹
」の
全
て
の
本
文
引
用
は
上
記
の
本
に
よ
る
。
以
下
、
同
。

（
26
） 

注
25
、
八
〇
四
頁
。

（
27
） 

注
25
、
八
二
四
頁
。

（
28
） 

注
25
、
八
四
一
〜
八
四
三
頁
。

（
29
） 

注
24
参
照
。『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』に
よ
る
初
演
時
の
配
役
は
以
下
の
通
り
。
五
代
目
尾
上
菊
五
郎〔
書
生
妻
木
繁
実
は
右
膳
娘
お
し
げ
神
保

の
権
妻
お
し
げ
〕、
初
代
市
川
左
団
次
〔
御
家
直
実
は
倉
橋
直
次
郎
〕、
四
代
目
中
村
芝
翫
〔
若
徒
惣
助
翁
〕、
二
代
目
市
川
子
団
次
〔
厩
別
当

小
介マ
マ

〕。

（
30
） 

小
櫃
万
津
男『
日
本
新
劇
理
念
史
：
明
治
前
期
編
』白
水
社
、
一
九
八
八
年
、
四
六
〜
四
七
頁
。

（
31
） 

神
山
彰
は
明
治
六
年
に
出
さ
れ
た
復
讐
厳
禁
の
令
以
後
の
黙
阿
弥
の
作
風
変
化
に
つ
い
て「
か
つ
て
の
黙
阿
弥
の
勧
善
懲
悪
は
、
悪
を
犯
し
た

人
物
の
自
害
や
捕
縛
に
よ
る
破
滅
と
い
う
手
法
で
処
理
さ
れ
た
の
が
、
散
切
物
で
は
少
し
で
も
刑
を
軽
減
す
る
方
向
に
導
く
減
免
志
向
を

と
る
よ
う
に
な
る
」と
指
摘
し
て
い
る（
神
山
彰『
近
代
演
劇
の
来
歴
―
歌
舞
伎
の「
一
身
二
生
」』森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
五
頁
）。
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（
32
） 

西
谷
成
憲
に
よ
る
と「
旧
藩
沿
道
各
郡
町
村
に
お
け
る
善
行
者
及
び
長
寿
者
へ
の
褒
賞
」や「
天
災
罹
災
者
へ
の
賑
恤
」な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
切
っ
掛
け
は
明
治
元
年
の
天
皇
の
東
巡
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
孝
子
・
節
婦
の
褒
賞
制
度
は
「
民
政
の
安
定
を
図
る
上
で
窮
民
救

助
と
並
ぶ
必
須
な
方
策
で
あ
っ
た
」と
い
う（「『
明
治
孝
節
録
』に
関
す
る
研
究
―
明
治
初
期
孝
子
節
婦
な
ど
褒
賞
と
関
連
に
お
い
て
―
」『
多

摩
美
術
大
学
研
究
紀
要
』（
11
）、
一
九
九
七
年
三
月
）。
明
治
政
府
は
そ
れ
以
後
も「
三
条
演
義
」（
明
治
六
年
）に
親
孝
行
を
強
調
す
る
条
例

を
設
け
る
ほ
か
、
宮
内
省
の
企
画
で
孝
子
の
事
実
譚
を
紹
介
し
た
『
明
治
孝
節
録
』（
明
治
十
年
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、
孝
行
奨
励
に
拍
車
を

か
け
て
い
た
。

（
33
） 

黙
阿
弥
の
幕
末
期
世
話
物
と
り
わ
け
白
浪
物
に
は
、
十
八
番
の
因
果
応
報
の
手
法
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
悪
行（
騙
り
・

ゆ
す
り
）の
因
果
が
身
内
に
報
わ
れ
、
主
人
公
が
改
心
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い（「
三
人
吉
三
廓
初
買
」「
鼠
小
紋
東
君
新
形
」な
ど
）。「
富
士
額
」

の
お
繁
の
場
合
も
、
自
分
が
犯
し
た
悪
行
が
父
親
に
報
わ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
同
系
列
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
因
果
応

報
の
手
法
は
「
島
鵆
月
白
浪
」「
霜
夜
鐘
十
字
辻
筮
」
な
ど
、
他
の
散
切
物
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
黙
阿
弥
に
と
っ
て

生
涯
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
34
） 

戸
板
康
二「「
女
書
生
」を
中
心
に
」『
演
劇
界
』第
十
二
巻
二
号
、
一
九
五
四
年
二
月
。

（
35
） 

カ
タ
リ
の
分
類
と
役
割
に
関
し
て
は
、
注
19
の
研
究
に
従
っ
て
い
る
。

（
36
） 

各
作
品
の
初
演
は
以
下
の
通
り
。「
都
鳥
廓
白
浪
」（
安
政
元
年〈
一
八
五
四
〉三
月
江
戸
河
原
崎
座
）、「
網
模
様
灯
籠
菊
桐
」（
安
政
四
年
七
月
市
村

座
）、「
江
戸
桜
清
水
清
玄
」（
安
政
五
年
三
月
江
戸
市
村
座
）、「
梅
花
王
戯
場
番
組
」（
明
治
四
年〈
一
八
七
一
〉二
月
東
京
市
村
座
）。

（
37
） 

隅
田
川
物
の
基
本
的
な
骨
格
は
近
松
門
左
衛
門
の「
双
生
隅
田
川
」に
基
づ
い
て
お
り
、
主
と
し
て
以
下
の
共
通
的
な
要
素
を
持
つ
。
①
吉
田

家
の
子
孫
、
梅
若
丸
と
松
若
丸
の
双
生
児
が
登
場
す
る
。
②
お
家
の
宝
物（「
都
鳥
の
一
巻
」「
鯉
魚
の
掛
軸
」な
ど
）が
盗
ま
れ
、
吉
田
家
が

零
落
す
る
。
③
梅
若
丸
は
隅
田
川
畔
で
悪
者
に
殺
さ
れ
る
。
④
梅
若
の
母
が
息
子
を
探
し
て
彷
徨
う
が
、
梅
若
の
死
を
知
ら
さ
れ
気
が
狂
っ

て
し
ま
う
。
⑤
松
若
丸
が
帰
っ
て
き
て
宝
物
を
取
り
戻
し
、
吉
田
家
が
再
興
す
る
。

（
38
） 

今
尾
哲
也
、
前
掲
論
文
。

（
39
） 

女
方
役
柄
の
一
つ
で
、
多
く
は
い
わ
ゆ
る
毒
婦
と
よ
ば
れ
る
中
年
増
の
女
性
で
あ
る
。
と
は
い
え
そ
の
年
齢
は
老
婆
に
限
ら
ず
、
粋
で
伝
法

肌
で
あ
だ
っ
ぽ
く
、
思
う
男
の
た
め
に
は
ゆ
す
り
、
つ
つ
も
た
せ
、
盗
み
、
人
殺
し
な
ど
も
あ
え
て
辞
さ
な
い
と
い
う
例
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
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（
中
略
）
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
上
に
積
極
的
で
強
い
、
ド
ラ
イ
な
性
格
を
持
っ
た
女
性
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一

部
は
時
代
文
化
の
推
移
と
と
も
に
変
質
し
、
寛
政
ご
ろ
か
ら
は
濃
厚
な
頽
廃
的
傾
向
に
培
養
さ
れ
て
実
際
社
会
に
も
悪
婆
型
の
女
性
が
出

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た（『
演
劇
百
科
大
事
典
』「
悪
婆
」〈
河
竹
繁
俊
執
筆
〉の
項
よ
り
）。

（
40
） 『
国
史
大
辞
典
』「
三
社
祭
」（
三
橋
健
執
筆
）の
項
よ
り
。

（
41
） 

庚
申
待
は
人
の
体
内
に
す
む
三
尸
虫
が
庚
申
の
夜
に
天
に
上
っ
て
そ
の
人
の
罪
科
を
告
げ
る
と
い
う
信
仰
か
ら
由
来
し
て
お
り
、
祭
事
は
講

中
の
家
を
輪
番
に
回
っ
て
行
な
っ
た
。
終
わ
る
と
酒
食
が
出
て
夜
明
け
ま
で
歓
談
を
と
も
に
す
る
の
で
、
近
世
以
来
庶
民
の
社
交
の
場
に

も
な
っ
た（『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
庚
申
待
」の
項
よ
り
）。

（
42
） 

歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
の
一
つ
。
常
盤
津
・
清
元
な
ど
の
豊
後
系
浄
瑠
璃
に
よ
る
出
語
り
の
一
種
で
あ
る
が
、
舞
踊
の
地
で
は
な
く
下
座
唄
の

よ
う
な
役
割
で
、
色
模
様
・
愁
嘆
・
喧
噪
な
ど
の
情
景
を
導
き
、
ま
た
盛
り
立
て
る
。
近
隣
か
ら
浄
瑠
璃
が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
っ
た
設

定
で
始
ま
り
、
隣
家
や
隣
室
な
ど
の
大
道
具
の
中
で
演
奏
す
る（『
最
新
歌
舞
伎
大
事
典
』（
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）「
余
所
事
浄
瑠
璃
」〈
竹

内
有
一
執
筆
〉の
項
よ
り
）。
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SUMMARY

“Fujibitai Tsukuba no Shigeyama”:
A Case Study of Kawatake Mokuami’s Playwriting Techniques

Jihye Kim

Kawatake Mokuami (1816~1893) is one of the greatest Kabuki playwrights 
who worked in the last Edo period and early Meiji period. Mokuami gained a 
reputation for his Shiranami-mono (White wave plays) that portrays bandits. After 
the Meiji Restoration (1868), he began to write Zangiri-mono (Cropped-hair plays) 
which reflects the new era.

Previous studies about Zangiri-mono tend to pay attention to new civilization 
or characters it depicts and generally consider that as representations of the new 
time period. This article, however, intend to argue that it is necessary to examine 
how the Zangiri-mono connected to the Kabuki plays written before its birth, 
through which it points out the common features of Zangiri-mono of the Meiji 
period and Sewa-mono (contemporary plays in contrast to historical plays) of the 
Edo period.

“Fujibitai Tsukuba no Shigeyama” (富士額男女繁山 , premiered in 1877), a 
revenge drama of a woman disguised as a man, would be an excellent example to 
address the connection of Zangiri-mono and Sewa-mono mentioned above. Unlike 
the previous studies that focus mainly on the theme of women disguised as men, 
this study, however, argues that the using of a material getting from a newspaper 
results from the relationship between the theater and the newspaper company 
rather than intended by Mokuami. In this case, the announcement of forthcoming 
plays (Katari on Tsuji-banzuke) is the key to look into the intention of Mokuami. 
Through a close ananlysis of Katari, it becomes apparent that Mokuami used the 
basic structure of “Minohikari Otake no Isahoshi” (身光於竹功 , premiered in 1864) 
written by himself and borrowed some plots of “Sakurahime Azuma Bunsho”  
(桜姫東文章 , premiered in 1817) written by Tsuruya Namboku IV.

These facts demonstrate that Mokuami made full use of his own style of 
Sewa-mono and a playwriting technique that was already existing during the last 
part of the Edo period, to meet the need of creation of Zangiri-mono, the new 
genre of Kabuki in the Meiji period.


